
2動物の生活と生物の変遷　2動物のからだのつくりとはたらき（実験レポート）　　　　　　　理科 �����7 繍〃九 田園綱 

団だ濃によるテンプン波の喪化醐期12年　組　響名前　　　　‰”25 

実験目測0年　月　日（）　枝時l天気　　i縄　　℃i湿度　的 

目的 �田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯をくり 
幽‾ ���課業竺／L／－i 甘く感じら れるようになる。 ーだ液により、テン 

増強 �試験管（4）、ビーカー（50（hI（1）、1 �00ni（1））、脱脂綿、温度計、ヨウ �素液 ベネジクト液、テンプン溶液は300劃こ0．1gの照合でテンナン的え、加験して驚かしたもの） 

方法 �縁阪鯨油く勤本初 ．痢綴塙繊細一審1 ���諸欝鷲とOP伽羅勧 　②師◆1 （操線色，叩し悌 三三二‾亨 　第1村崩し 　劾関 　管碧 むのJれ名瀬で傭ク岬凄郁雄 ���デブプラ調号麦芽椋へ の変化が、崖濫造基エ �プけ躯PY年専ん 揮か‾五〇／ 

秋。 ���王壷室星ことを明らガ にしたい。 �、77，1的・1／ 　毛雛諒 
・説話小用璃販　柳井，ハ」《　　　》 ����①p叩 

葛も ����F羽帯t薪2人 

・図も入れる。し鮒袈軌条的蹄や 栃村師祐て高レ伽揮い） ����羅∴ ）紗毛細多め、 柚教也か 圏LP噂） 般1傭軌 肩網姉御（項 劣弱ィ． 圃 lL）〔］口碑で 

結果 � �（つり秦坂）の反応 �（ぺ窮ワ「；惚）の皮内 

だ波を入れた試験管 （ぢ教）＋テンプン親 �回 �固 

絞れ嵩ン清畠麺 �固 �圃　　A 

考察 � 

反省 盛想 �【自己評価】　　　　　　　　　　　　はい　　いいえ 1積極的に実験に取り ��組めたか？　　　　5“4・3・2・1 ��言臥．してあぐ 
2実験の手職・操作が理解できたか？　　5・4・3・2・1 

ぞ密 や筋 �囲～圃し諸，埴阪計画蕎語れ・綾南伸縮拘故． 



鮒0．26の補足》
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2動物の生君と生物の変遷　　2動静のからだのつくりとはたらき　　2年　組　　番

○実験19だ液によるデンプン溶液の憂化』のまとめ

の反応 �の反応 

だ液＋ �A �c 
テンプン溶液 （） �［　　　　　］ �［　　　　　］ 

水　＋ �B �D 

デンプン溶液 （） �［　　　　　］ �［　　　　　］ 

○消化管と消化

匡≡三国
（　）にふくまれ、食物を局

服取れ函い物勧語る。

消化液の（鋒彼）Iこは、
（　　　　）を（
消化酵素の（

＿食（

）などに分解する
）が含まれている。

｝轡ウ
げ的細菌ク欄間の）

（）から始まり、（　　）、
（　）、（　　）、（　　）
などを経て（　　）で終わる
1本の憂い管。

食擬潟背謀叛，、（駒，し　門フ

↓

体内七、食物が（吸収寸胴V胸和語b）

籍鰯、調教臨書かくされ・さらに・視脇糸の

¢田沼ゐ。㊨圏鰯
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⑤国雄盤緒惣

受歌依り駿
で．石鯛u擁●う

わのれ

曲線幼PIO）
子細仲村し込倖
痕捕OI⑪
功緒lシ、口帝に

瀦官の弟妹の直る。

軟露1・七輪◆ソ

嵩薗幽
帥初姐御帰航防砂

1－嬬詐糧請

霧



2動物の生活と生物の変遷　2助のからだのつくりとはたらき　2年　舗　番　　　　　　　IO 

（庸　　　　　　　　　　匪‾1調性。・27　急ナ汚 
○消化の流れglも 〇〇〇は瞳00 0壷議親臨 ������こか癌2日胸り 雑脇駕 

撥穿 ㊤鋸毒づ。V九初舶ち 四　囲因　l 

肋［登］　　　　，也 ������亀甲三宮∴，虹 　の暇Iシ従，て 

埠国語韮粗塩 ����� 
坐邑」∴∴鮨紫べ雪崩曙 ���OAo noロ ��諦欄紹琉 

○○ 靴によ：ってできた養分　アド薙諒恕肝 　　　　bi ������れ初祢誘く。 妨斜嬢教。 揚物諺引直り中 に鯛カセ人用／ 卿凪阜時 

圃 鷲 宮努か 惣継 打b ��目し言上鼻う 
○吸収のしくみ 消1こよってできた養分は でく吸㈱されるo ．≠三二＞ 　0 －∴十十蕊 �三三註三幸 縁三三三菱茎聖弊 �� 

（ブ半焼解）と（毛）ケ彬yト∪）と 嬢鰯蕊り轍線，蕊って 親藍，認諾臨鱒蕊諾 

（の ）なることで、（ 　　） 

り全身の抽胞に運ばれる。 ���／ 

・（水分）は＿　　で吸収されるが、残りI　で吸収される。 ‡ 

消化されなかった食物 �などは、便として肛門から排 
” ����⑧と的一鰯に・ 幽嘘酪件 ′捌耽．．／ 偽印の、初lニ 確的uJ停回し 解印象嶋1． 瀦 回申嚇し 入れろ？ 

（旬（句 

塾硝憤詑担紡．⑫な轍助言長所か出ブし・て紡為連名も 
②鴛詰離郷く）。 ��境を；＠棚暗舵持崩で場担勅・ ：場勧所年型唾空室盟 

②（）函南てある締切非1 ��。；　匁でもしめかy I 
㊥①の甲に諸物名称多入れろ・ ㊥置咋呼野を光れノ蛎んJわし振方 （万状例の中軸〃諒も御礼入 ��出端覇撥 

グー（朝） 



2動物の生活と生物の変遷　3章　動物の分類　　　　　　2年　組　番　　　　　　　　　　理科 

／ （） �膜； ○： �教P127－129 ワP48．49 � 
自己評価 ABC 

○セキツイ動物

園園回国
○セキツイ動物の分類　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　純“ 

生活場斬∴l鴨場 ��傭裏 �体重 �手のう暮れ方 �個 ��圃 El空′雌＿ 悔め梱一助 イもり71し一アセ 綾 欝韓 

魚 類 �水中 �えら �うろこ �∴∴ 動物 �（水中）に （綴字 卵生 � � 

篭離し 幼生： 成体： �幼生： 成体： �巨 � �（）に （ ）をうむ。 � � 

誘塾 �i �乾燥に � �（∴∴∴∴）に （ ） をうむ。 � � 

（）に（） をつくり、（ ） をうむ。 � 

轡ギ � � � �子は母親の子宮の中 うまれる。（） を飲んで育つ。 � 

拙∃訓i∴陣浬が（一定一触細〇　　㌦ 

まわりの温度〔ec〕

闇／誓空曹霊廟手許初空細い・
イ多り　⑦キツネ　⑲坤レ
砧⑧クジラ⑭輝材等結　篭島ウ

⑪ヘビ　⑰ヲヮエ

㊨マゲロ　⑱卵ノ7年が

⑳メ殉　⑰イ乃ナ
⑰ヤ功　⑳ウズヲ

卵キー‘㊥ブイ　　㊥スズメ

ウマ　のつれり　④ト砕、
⑤カエル　①竹　　⑰ニワけ

カメ　　㊥サメ　　⑱ハト

Q難解緒．

②し）骨細



2動物の生活と生物の蝿　3章駒の分類　　2年組番　　　　理科　は 

！（1回　　　　　　　　　　匪中黒 �����������71 ・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ葛　”　－－“　「 

固 練り 国 艶 聞 胸 囲 �無的イ謝（艶妙〔†キツイ軸との共通点；∴辛 
特徴 ��類・絹 �例 ���A 

動 物 ��帝両所 惇みフl L＿＿＿＿＿ノ ��負 �lヾ・／タ，カブヾトムシ カウ，じか，ハナ アリ，セミ，カ ��▼一3印） ‘鞘師 　蛤塑 

閻 ） ��� �紹緒 ��の融鋤 をあれ ②郷雑も ㌫∴塙・ ‾－‾ヽ ；虜i 型 
［五重二〕 ��ヽ �カニ，チビ 、一㌦　サリが‾ ��園 
r－－‾‾－‾‾「 趨塑幼 囲 ���＼ン／コ， フグ1紅く㌍／ダムシ 

加を頼 �7毛，朽り，タと ��∴子中中 　晩円 （地球上で最 も種類が多 い。100万種） 

鮎轍 �”A17ヂ，γグ ��酵 

の 勧一 物 ��通旺：＿麺」 ��竣趣綱 �担，イカ ��「鮎。れ（仰・鋳） 1日仰のあしび菊・仰 波紋綱 �マイマイ，ガクッ′力げ 殉じ，仁シ，ウミウシ ��l il 

ニ放射繊 �7両高励み ニケさ，新帝的 ��」」・ノ／二二二へ外とう膜 貝鷲蒸器水管 えら三年一一一〕∴棄 あし 肝蟻 

そ り 4色 �搬動物 ��（ウニ）、（ヒトデ）、ナマ］ ���　ろう 画し，＿ ・タコ一一” 
綴動物 ��ホヤ、ナメクジウオ 

線形動物 がlんilい 環形動物 ��センチュウ、カイチュウ 

（ミミズ）、（じIレ） 

〔陣可 の石鯛召し 款か。 ②雛1画し 細部。 � ��へんIすい 扁形動物 ��プラナリア ���し ii・、／▲蕊ざ表芸茎 � 
端壷動物 ��（ワラサつ、サガ、イソギンチャク 

髄動物 ��カイメン 
げんせい 椋生動物 ��（・朽yAン）・（7メイⅤつ 

【観 �裏2】イ加的胸し ���て観葉する（p131）　《スケッチ》 

eイカのからだのつくりを観察し、 
畠、ロ、うで、外とう膜、ろうと 

を観察してスケッチする。 
⑫ろうとを手前棚こして外とう暖を 

切り開き、えら、消化管、肝臓を 
観察してスケッチする。 

弼 萩 �睡紳圃即為。（四′国印紙で拙者か ���������� 


